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い
人
た
ち
も
、
そ
し
て
地
域
の

人
も
公
園
整
備
事
業
そ
の
も
の

に
は
決
し
て
反
対
は
し
て
い
な

い
。
共
通
の
思
い
は
50
年
後
、

１
０
０
年
後
の
市
民
に
こ
の
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
も
の
を
残
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
感
謝

さ
れ
る
よ
う
な
公
園
を
、
本
市

と
一
緒
に
つ
く
り
た
い
と
い
う

純
粋
な
願
い
で
あ
る
。
是
非
と

も
く
ん
で
あ
げ
て
も
ら
い
た

い
。
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に

は
、
時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
足

問　
「
私
た
ち
は
平
塚
が
大
好

き
で
す
。
相
模
湾
の
中
で
恵
ま

れ
た
自
然
が
残
っ
て
い
る
の

は
、
唯
一
平
塚
海
岸
だ
け
で

す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
財
産
を

将
来
の
平
塚
市
民
に
残
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
で
す
。」
こ
れ
は
過

去
の
意
見
交
換
会
の
中
で
、
私

が
最
も
感
銘
を
受
け
た
「
ひ
ら

つ
か
の
海
を
考
え
る
会
」
の
メ

ン
バ
ー
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
熱
い
思
い
を
持
っ
た
若

問　
湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ
丘

ゾ
ー
ン
に
ど
の
よ
う
な
収
益
施

設
と
駐
車
場
を
つ
く
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
収
益
施
設
の

内
容
は
民
間
事
業
者
の
提
案
に

よ
る
が
、
規
模
は
１
千
か
ら
３

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
想
定
し
て

い
る
。
駐
車
場
は
国
の
算
定
方

法
で
１
２
０
台
以
上
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
検
討
を
進
め
る
。

問　
収
益
施
設
も
駐
車
場
も
規

模
が
大
き
く
、
駐
車
台
数
１
２

０
台
は
東
名
高
速
道
路
の
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
匹
敵
す
る
。

こ
れ
ら
を
海
岸
の
緑
地
帯
部
分

に
つ
く
れ
ば
、
砂
防
や
防
風
の

機
能
を
失
う
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
木
を
切
る
と

は
限
ら
な
い
が
、
仮
に
切
る
場

合
は
砂
防
な
ど
の
機
能
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
植
栽

な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

問　
市
の
公
園
整
備
・
管
理
運

営
費
は
い
く
ら
か
。

都
市
整
備
部
長
　
整
備
事
業
に

約
10
億
円
、
管
理
運
営
事
業
に

約
２
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
民
間
事
業
者
か
ら
支
払
わ

れ
る
使
用
料
は
い
く
ら
か
。

都
市
整
備
部
長
　
年
間
１
３
０

万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
月
額
10
万
８
千
円
に
し
か

な
ら
な
い
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ

Ｉ
制
度
で
の
整
備
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
民
間
事
業
者

と
一
緒
に
質
の
高
い
公
園
を
整

備
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え

て
使
用
料
も
あ
る
と
考
え
る
。

問　
市
が
独
自
に
整
備
す
る
プ

ラ
ン
と
の
比
較
を
し
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
比
較
し
た
こ

と
は
な
い
。

踏
み
を
す
る
勇
気
も
必
要
で
は

な
い
か
。
是
非
、
一
考
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
思
い
は
本
当

に
一
緒
で
あ
る
と
思
う
。
あ
の

海
の
す
ば
ら
し
さ
を
皆
で
享
受

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
現

在
は
余
り
良
い
状
態
で
は
な

い
。
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
管

理
者
と
し
て
も
心
苦
し
く
、
早

く
良
い
状
態
に
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
市
民
の
意
見
を
も

ら
い
、
そ
の
意
見
が
ど
の
よ
う

に
形
に
現
れ
て
く
る
か
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
今
後
も

進
め
て
い
き
た
い
。

た
め
、
各
種
自
治
体
協
議
会
に

入
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
現
時
点

で
加
入
の
考
え
は
な
い
。

問　
平
塚
市
民
に
と
っ
て
弾
道

ミ
サ
イ
ル
と
軍
用
機
事
故
で
は

命
の
リ
ス
ク
は
ど
ち
ら
が
大
き

い
と
考
え
て
い
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
比
較
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。

問　
４
月
５
日
、
米
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
５
機
が
隊
列
を
組
み
、

本
市
の
市
街
地
に
飛
来
し
た
。

横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
か
ら
横

田
基
地
へ
の
移
動
に
平
塚
を
選

び
、
低
空
飛
行
で
北
上
し
た
。

轟
音
に
驚
き
、
目
撃
し
た
市
民

も
多
く
い
る
。
本
市
は
米
軍
又

は
国
、
県
か
ら
ど
の
よ
う
な
情

報
を
得
て
い
た
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
４
月
３

日
に
防
衛
省
か
ら
県
に
対
し
て

情
報
提
供
が
あ
り
、
県
に
お
い

て
公
表
し
て
い
る
が
、
本
市
へ

の
情
報
提
供
は
な
か
っ
た
。

問　
最
近
は
オ
ス
プ
レ
イ
に
限

ら
ず
低
空
飛
行
す
る
自
衛
隊
機

や
米
軍
機
が
増
え
て
い
る
が
、

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
機
密
事

項
で
非
公
表
の
も
の
も
あ
る
た

め
、
全
体
の
把
握
は
難
し
い
。

問　
基
地
対
策
や
情
報
収
集
の

地
域
と
の
信
頼
無
く
し
て
、

事
業
の
成
功
な
ど
あ
り
得
な
い

柏
木 

徹 

議
員

無
所
属

平
塚
海
岸
に
民
間
収
益
施
設
と

１
２
０
台
駐
車
場
は
見
直
し
を

江
口 

友
子 

議
員

米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
等
の
平
塚
飛
来

平
塚
市
民
の
命
へ
の
対
応
を
問
う

端 

文
昭 

議
員

府川 勝 議員

無 所 属 議 員

市長提出議案

審議の結果
○は賛成　×は反対

（各会派の正式名称はページ右下に記載しています）

議案番号 件　名 結果 清 湘 公 共 自 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
第43号 平塚市職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
第44号 平塚市市税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第45号 平塚市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第46号 平塚市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第47号 平塚市民病院の診療費その他の費用の徴収に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

第48号 平成30年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ × ○ × × × ×
第49号 損害の賠償について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第50号 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果 清 湘 公 共 自 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

第1号
子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改
善、教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充
を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2号 神奈川県最低賃金改定等についての意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告番号 件　名
第3号 継続費の逓次繰越しの報告について
第4号 繰越明許費の繰越しの報告について
第5号 事故繰越しの報告について
第6号 公営企業会計予算繰越しの報告について

第7号 公益財団法人平塚市まちづくり財団の経営状
況について

第8号 平塚市土地開発公社の経営状況について

第9号 公益財団法人平塚市生きがい事業団の経営状
況について

第10号 専決処分の報告について

請願番号 件　名 付託委員会 結果
平成29年
第7号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求
める意見書を提出することを求める請願 環境厚生常任委員会 継続審査

平成29年
第8号

「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現」を求める
意見書を提出することを求める請願 環境厚生常任委員会 継続審査

第1号
子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数
改善、教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める請願

教育民生常任委員会 採　択

第2号 所得税法第56条見直しの意見書を国に提出することについ
ての請願 総務経済常任委員会 不採択

第3号 高齢者の交通対策を進めることを求める請願 環境厚生常任委員会 不採択

請　願

報　告

公明ひらつか（公）
伊東尚美　小笠原千惠美　秋澤雅久　　鈴木晴男
永田美典

湘南フォーラム（湘）
内堀祐一　　小泉春雄　　府川正明　　山原栄一
出村　光

清風クラブ（清）
佐藤貴子　　数田俊樹　　野崎審也　　諸伏清児
坂間正昭　　須藤量久　　片倉章博　　黒部栄三

日本共産党平塚市議会議員団（共）
渡辺敏光　　髙山和義　　松本敏子
平塚自民クラブ（自）
臼井照人　　金子修一　　吉野和美
無所属
Ａ 柏木 徹　Ｂ 江口友子　Ｃ 端 文昭　Ｄ 府川 勝

会 派 と 所 属 議 員

平
塚
上
空
を
飛
ぶ
オ
ス
プ
レ
イ

［
写
真
提
供
：
神
奈
川
新
聞
社
］


